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日本共産党

国
会
で
は
憲
法
違
反
の
戦
争
法
案
、
安
保
関
連
法
案
の
審
議

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
戦
後
70
年
続
く
日
本
の
平
和
が
脅
か
さ

れ
、
日
本
を
「
海
外
で
戦
争
す
る
国
」
に
作
り
変
え
ら
れ
る
瀬

戸
際
の
情
勢
で
す
。
70
年
前
、
姫
路
市
で
は
６
月
22
日
、
７
月

３
日
、
米
軍
の
爆
弾
・
焼
夷
弾
に
よ
る
空
爆
で
多
く
の
尊
い
人

命
が
奪
わ
れ
、
市
内
の
中
心
部
が
焼
け
野
原
に
な
り
ま
し
た
。

市
長
は
本
年
３
月
、
谷
川
議
員
の
質
問
に
応
え
「
平
和
行
政
の

取
り
組
み
に
努
め
る
」
と
答
弁
さ
れ
ま
し
た
。

①
戦
後
70
年
の
節
目
の
今
年
10
月
26
日
の
追
悼
平
和
祈
念
式
は

特
別
に
重
視
さ
れ
る
と
考
え
ま
す
が
、
ご
所
見
を
う
か
が
い
ま

す
。

②
慰
霊
塔
の
シ
ン
ボ
ル
の
訴
え
で
あ
る
「
不
戦
の
誓
い
」
を
市

民
に
、
再
認
識
し
て
い
た
だ
く
努
力
が
必
要
と
考
え
ま
す
が
お

答
え
く
だ
さ
い
。

【
山
下
健
康
福
祉
局
長
答
弁
】
昨
年
６
月
に
開
催
さ
れ
た
第
84

回
全
国
市
長
会
総
会
で
慰
霊
塔
と
祈
念
式
に
関
す
る
資
料
を
配

布
し
た
。
政
府
か
ら
の
参
列
を
は
じ
め
、
昨
年
か
ら
加
盟
都
市

以
外
に
も
案
内
し
参
列
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
今
年
は
内
閣

総
理
大
臣
の
参
列
を
強
く
要
請
し
た
い
。

昨
年
度
、
慰
霊
塔
の
建
立
趣
旨
を
紹
介
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の

内
容
を
一
新
し
、
姫
路
ツ
ー
リ
ス
ト
ガ
イ
ド
＆
マ
ッ
プ
で
も
Ｐ

Ｒ
し
て
い
る
。

定例会質疑

日
本
共
産
党
の
苦
瓜
か
ず
し
げ
議
員
は
６
月
15
日
、
姫
路
市
議
会
平
成
25
年
第
２
回
定
例
会
の
一

般
質
問
に
た
ち
、
①
手
柄
山
の
慰
霊
塔
が
訴
え
る
「
不
戦
の
誓
い
」
を
発
信
す
る
こ
と
、
②
住
宅
・

店
舗
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
に
よ
る
地
域
経
済
活
性
化
対
策
、
③
教
職
員
の
長
時
間
勤
務
の
解
消

策
、
④
夢
前
町
で
の
産
業
廃
棄
物
最
終
処
分
場
計
画
に
つ
い
て
、
の
４
項
目
に
つ
い
て
石
見
市
長
等

の
見
解
を
た
だ
し
ま
し
た
。
質
問
の
要
旨
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

戦
後
70
年
、「
不
戦
の
誓
い
」の
再
発
信
を

昨
年
６
月
、
小
規
模
事
業
者
振
興
基
本
法
が
制
定
さ
れ
ま
し

た
。
地
域
経
済
の
活
性
化
の
起
爆
剤
で
あ
る
住
宅
・
店
舗
リ
フ

ォ
ー
ム
助
成
制
度
は
自
治
体
内
に
住
所
、
住
宅
を
持
つ
住
民
が

自
治
体
内
の
事
業
者
に
施
行
さ
せ
る
工
事
に
補
助
金
を
出
す
制

度
で
す
。
平
成
25
年
度
の
調
査
で
は
全
国
５
県
６
２
３
市
区
町

村
実
施
さ
れ
、
県
下
で
は
41
市
町
中
17
の
市
町
で
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
相
生
市
で
は
３
か
年
の
決
算
ベ
ー
ス
で
補
助
金
額
３
千

８
４
０
万
円
、
実
施
件
数
５
２
１
件
、
工
事
金
額
６
億
２
千
２

百
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
補
助
金
額
の
16
・
２
倍
の
工
事
実

施
額
で
す
。
さ
ら
に
こ
の
制
度
を
店
舗
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
助
成
制

度
と
し
て
「
商
業
の
活
性
化
」
に
拡
大
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ

り
ま
す
。
高
崎
市
で
は
「
ま
ち
な
か
商
店
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
助
成

事
業
」
を
実
施
し
平
成
25
年
度
予
算
１
億
円
で
ス
タ
ー
ト
、
３

億
４
千
万
円
に
補
正
増
を
行
い
総
額
４
億
４
千
万
円
の
補
助
金

を
出
し
全
国
か
ら
大
変
注
目
さ
れ
視
察
が
相
次
い
で
い
ま
す
。

①
全
国
で
４
割
近
い
自
治
体
が
実
施
し
て
い
る
こ
と
を
把
握
し

て
い
ま
す
か
。

②
有
効
性
を
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

③
姫
路
市
で
の
創
設
を
求
め
ま
す
。

【
北
川
産
業
局
長
答
弁
】
県
内
の
自
治
体
の
制
度
は
把
握
し
て

い
る
が
全
国
は
調
査
対
象
に
し
て
い
な
い
。
福
祉
・
耐
震
・
省

エ
ネ
等
対
象
の
事
業
と
し
て
は
本
市
で
も
行
っ
て
い
る
が
経
済

対
策
と
し
て
は
行
っ
て
い
な
い
。
中
小
企
業
者
へ
の
経
済
支
援

策
と
し
て
新
た
に
制
度
創
設
は
考
え
て
い
な
い
。

地
域
経
済
の
活
性
化
起
爆
剤

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
の
創
設
を

福祉の心を実現する
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①
兵
庫
県
教
委
は
平
成
25
年
２
月
に
教
職
員
の
勤
務

時
間
適
正
化
対
策
プ
ラ
ン
を
策
定
し
教
職
員
の
勤
務

時
間
の
適
正
化
向
け
努
力
し
て
い
ま
す
。
こ
の
新
対

策
プ
ラ
ン
の
各
学
校
に
お
け
る
取
組
状
況
を
教
育
長

は
ど
う
評
価
さ
れ
ま
す
か
。

②
教
職
員
の
長
時
間
勤
務
の
要
因
に
部
活
動
指
導
が

あ
り
ま
す
。
新
対
策
プ
ラ
ン
は
部
活
動
で
の
教
職
員

の
負
担
軽
減
の
た
め
「
ノ
ー
部
活
デ
ー
」
の
取
り
組

み
の
徹
底
を
行
っ
て
い
ま
す
。

⑴
35
中
学
校
の
「
ノ
ー
部
活
デ
ー
」
の
実
施
状
況
を

市
会
議
員

苦
瓜
か
ず
し
げ

市
会
議
員

谷
川
ま
ゆ
み

市
会
議
員

森
 ゆ
き
子

示
し
て
く
だ
さ
い
。

⑵
「
ノ
ー
部
活
デ
ー
」
実
施
に
対
す
る
保
護
者
へ
の

趣
旨
徹
底
は
進
ん
で
い
ま
す
か
。

③
部
活
動
へ
の
外
部
人
材
の
活
用
に
つ
い
て

⑴
外
部
人
材
活
用
の
実
態
に
つ
い
て
、
⑵
メ
リ
ッ

ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
、
⑶
今
後
の
活
用
方

針
、
に
つ
い
て
お
答
え
く
だ
さ
い
。

【
中
杉
教
育
長
答
弁
】
各
校
長
は
プ
ラ
ン
に
基
づ
き

重
点
課
題
と
し
て
勤
務
時
間
の
適
正
化
を
掲
げ
「
校

務
の
Ｉ
Ｔ
化
」
「
学
校
行
事
の
見
直
し
」
「
勤
務
環

境
の
整
備
」
等
に
取
り
組
み
、
職
員
会
議
、
安
全

衛
生
委
員
会
で
改
善
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
る
。

勤
務
時
間
適
正
化
検
討
会
に
よ
る
と
指
導
要
録
の

電
子
化
に
伴
い
勤
務
時
間
の
短
縮
等
、
負
担
軽
減

に
大
き
な
効
果
が
あ
り
教
職
員
の
意
識
改
革
も
進

ん
で
き
て
い
る
。
定
時
退
勤
日
は
週
１
回
は

75
％
、
月
２
回
は
92
％
実
施
で
き
て
い
る
。
平
日

週
１
回
の
「
ノ
ー
部
活
デ
ー
」
は
中
学
校
35
校
中

23
校
が
実
施
、
月
２
回
は
35
校
中
、
27
校
が
実
施

し
て
い
る
。
学
校
便
り
や
保
護
者
懇
談
会
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
の
会
議
、
教
育
委
員
会
の
Ｈ
Ｐ
等
で
保
護
者
の

理
解
は
求
め
て
い
る
。
平
日
週
１
回
、
週
休
日
月

２
回
の
完
全
実
施
を
め
ざ
す
。
外
部
人
材
活
用
は

部
活
動
指
導
者
と
し
て
非
常
勤
講
師
81
名
を
配
置

し
、
学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
17
名
が
活
動
し
て

い
る
。
県
の
い
き
い
き
運
動
部
活
動
支
援
事
業
で

６
名
の
外
部
指
導
者
を
申
請
し
て
い
る
。
メ
リ
ッ

ト
は
教
員
の
負
担
軽
減
と
生
徒
へ
の
専
門
指
導
が

で
き
る
こ
と
、
課
題
は
責
任
が
不
明
確
に
な
る
お

そ
れ
。
県
に
外
部
指
導
者
派
遣
増
員
を
求
め
、
各

学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
県
の
外
部
指
導
者
バ

ン
ク
の
活
用
を
め
ざ
す
。

①
処
分
場
計
画
事
業
者
か
ら
の
事
務
手
続
き
の
進

捗
状
況
、
②
土
地
取
得
の
進
展
状
況
、
③
地
域
住
民

教
職
員
の
長
時
間
勤
務
の
解
消
の
た
め

「
ノ
ー
部
活
デ
ー
」の
推
進
をへ

の
説
明
責
任
に
つ
い
て
お
答
え
く
だ
さ
い
。

【
中
澤
環
境
局
長
答
弁
】
事
務
手
続
き
は
事
前
相
談

表
の
提
出
、
詳
細
な
図
面
、
事
業
計
画
の
事
前
協

議
、
事
業
計
画
や
周
知
計
画
の
提
出
、
説
明
会
の
開

催
等
を
定
め
る
市
の
指
導
要
綱
の
手
続
き
を
経
て
廃

棄
物
処
理
法
の
許
可
申
請
手
続
き
が
必
要
と
な
る
。

現
在
、
事
業
者
か
ら
事
前
相
談
表
が
平
成
24
年
６
月

25
日
に
提
出
さ
れ
手
続
き
を
行
っ
て
お
り
、
事
業
計

画
の
概
要
を
把
握
す
る
た
め
必
要
な
書
類
や
図
面
等

の
提
出
を
求
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

【
内
海
市
長
公
室
長
答
弁
】
本
年
度
に
作
成
す
る
姫

路
市
北
部
農
山
村
地
域
活
性
化
構
想
を
実
現
す
る
拠

点
と
し
て
候
補
地
の
一
つ
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
こ

と
か
ら
土
地
の
取
得
を
見
据
え
準
備
を
進
め
て
い

る
。
同
構
想
の
策
定
検
討
会
の
立
ち
上
げ
に
向
け
て

取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
。
具
体
的
な
整
備

内
容
等
の
方
向
性
が
決
ま
れ
ば
住
民
説
明
会
を
行

う
。

【
苦
瓜
２
問
】
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
は
地
域

の
小
規
模
業
者
振
興
基
本
法
の
趣
旨
と
し
て
の
再
答

弁
を
求
め
ま
す
。

夢
前
町
産
廃
処
分
場
計
画
の
事
務
手
続
き
等
の

進
捗
状
況
を
明
ら
か
に
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